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予 算
特集 号

産業いきいき

活 気
ふれあいの水辺

快 適
おとしよりにやさしい

福祉
平成元年度予算でこんなまちづくりをめざします

総
額
2
千
1
7
8億3
干
4
0
0万
円
に

の
ぼ
る
平
成
元
年
度
予
算
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
一
般

会
計
は
、前
年
度
比
7
。
3
%増
と
な
う

て
い
ま
す
(
下
表
参
照
)
。

産
業
の
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
、

総
合
的
な
福
祉
政
策
の
実
施
、
快

適
な
環
境
づ
く
り
を
基
本
的
な
考

え
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

主
要
な
事
業
を
足
立
区
基
本
構

想
の
6
本
の
柱
に
沿
っ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

平成元年度足立区予算( 案) 概要

平
成
元
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

t
成
・
>
已
年
度
に
、
仏
に
と
'
ノ
ー
ヽ

・
卩
友
二
川
日
カ
ス
タ
ー
ー
ト
の
年
て

あ
り
、
今
後
ゐ
1
年
間
六
区
政
厦

回
を
ぢ
向
う
け
る
年
で
も
あ
り
ま
　

そ
I
ニ
ー
辷
区
尺
力
皆
さ
ん
の
負

託
に
こ
た
え
る
か
「气
げ
財
政
の

休
質
の
強
化
か
白
り
々
が
ら
、調

和
の
と
れ
か
「心
り
か
な
皿
み
よ
卜

尾
し
」刀
実
現
に
向
け
、碵
極
的

に

予
鈴

か
網

成
し

ま
し

た

。

予
質
の
曵
睨
は
、般
会
計
カ

ー
ド
頌
億
円
余
K
年
ぽ
に
比
ぺ

U
≒
川
と
言
ニ
ミ
幸
二
廴
国
尺

健
康
保
険
特
別
会
回
お
よ
び
と
八

似
健
医
命
特
別
会
に
か
・
卯
之
か
y

会
計

の
合

計

汕
に

ソ
J
T
巨
価

円
余

と

な

よ

二

ま
I

予
算

編
成
・
ふ
尸

て

の

基
本
的

な

考
え
し

は
大
刀
j

ぐ

の
・哇
に
牟

幻
て

さ

ま
I

第
1

の
柱

は

、

産
業

力
皿

胤
匸
・

ま

ち
っ
く

り

て
す

自
y
す
る
ま
ち
、
活
勾
あ
る
地

賊
朴

今

勹
く

り

に
矢

か
せ
な

い
の

か

地
誡
・経
済

の
活

性
化

て
ナ
・

区
内

産
業

の
振
興
に

つ

い
て

べ

昨
年

、

忙
立
区

産

業
作

脆‥
懇

談
公

か
ら
答
巾
ぺ
・
れ
た
産
気
奴
㈲
ご
し

「『
'
y

に
し

か
か

い
て

、
干

り

っ
け
を

し

ま
し

た

第
2

の
柱

は

、

総
合

的
な

柚
利

政

策
の
実

施

で
す
、

高
齢
化
祉
分
の
到
末
に
よ
づ
こ

今
陂
、
福
扣
や
旡
き
か
い
句
飛
々

と
、
高
齢
れ
の
た
め
の
咄
碵
ゐ
充

実
か
八
め
こ
か
ま
す
か
、
哇
分
力

叫
臨
な
祐
り
を
縡
n
し
て
い
る
今

こ
そ
、
人
生
8
0
年
扞
分
刀
仕
組
み

つ
く
リ
今
笆
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぐ

い
と
思
・
匸
-
二
ま
す
ご
て
一
二
擶

吐

総
合
計

鹵

に

定

め
た
卜

業
か
一

着

尖
に

推
進
す

る
ヽ
で

匸

し

ま
し

た
第
3

の
柱

は

、

快
適

な
環

境
ぞ

っ

く
り
出

す

こ
と

で
す

。

尾
ダ
。
>ド
は

、
円

方
を

川
に

岡
ま

れ
た
人

楠
味

あ

ふ
れ

る
東
京

の

ド

町

と
区
尺

憲

章

に
う

た
わ

れ
て

い

ま
す
。

こ
の
特
徴
を
生
か
す
た
め
、
失
-

わ
れ
つ

つ
あ

る
叭

黽
な

自
然

を
守

り
、
凹

か
な

縁

と
汕

流
の

復
活

、

や
I

ら
冫

の
あ
る

美
し

卜
景

観

今

削

る
な

ど
、
ア

メ

ニ
テ
f

一
皿

適

環

境
J

を
重

視
し

た
帳

碵
を

偵

極

的

に
盛

り
込

み
ま

し

た

。

区

民

の
皆

さ
ん

刀
参

加
を

得
て

愛

着
と

誇
り

を
持

て
る

ふ
る

さ

七

っ
く
り

今
巡

め
て

い
包・
ま
卞

二
の
駄
本
政
飛
士
軸
に
、
第
一
>

次
梏
本
計
画
に
定
め
た
事
夊
か
ヽ
・
中

心
に
(
I
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
バ

ラ
ン
ス
今
と
り
々
か
ら
予
算
化
し

ま
し
た
。
恥
t
の
執
行
に
当
っ
て

は
C
I

と
連

動
べ
I
ゼ
、
投

資

効
率

、

波

及
勧

米
か
最

人

に
な

る
よ

う
削

・・
り
匚
廴

か
』し

圭
F

ま
た
、
効
牟
的
な
事
集
執
行
今

進
め
る
た
め
、
尺
間
活
力
の
導
・
气

ぺ
厶
杜
の
活
用
お
よ
7
0
Λ
化
の
椎

走
か
・
積
極
。
的
に
行
?
こ
レ
ー
>
ら
に
、

庁

忿
統
合

化

刀
十

備
そ

し
て

い
き

区

尺

の
皆
冫
・
人

力
ヽ
一
理
解

七

ご

協
力

今

お
顫

い

い
た
し

ま
す
・

区
長
　
古

性
直
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自
立
し
た活

力
あ
る
ま
ち

魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成
と
地

兀
産
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

中
小
企
業
一
般
融
資

6
噫
3
千
逕
万
円

区
内
に
は
経
営
基
盤
の
弱
い
中

小
企
。業
が
多
く
。
急
激
な
産
蹇
構

遺
の
変
化
、
技
術
革
新
な
ど
に
直

而
し
て
い
ま
す
の
で
新
た
に
「
設

備
近
代
化
賢
金
融
資
制
度
」
を
設

け
、
企
業
体
質
改
善
の
施
策
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

な
お
「
円
高
対
策
融
資
制
度
」

の
新
規
取
り
扱
い
を
終
了
し
ま
す
。

ま
た
基
金
も
1
5億
円
か
ら
2
0億
円

へ
増
額
し
ま
す
。

商
店
街
環
境
整
備
事
業

1
億
9
不
7
6万
円

魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、装
飾
街
路
灯
助
成
(
沺

基
、
8
ヵ
所
弌
道
路
の
カ
ラ
ー
舗

装
化
助
成
(
青
井
三
丁
目
)
等
を

行
い
ま
す
。
ま
た
新
規
で
区
内
Z

力
所
の
商
店
街
に
統
一
看
板
助
成

を
し
ま
す
。

都
市
提
携

3
値
3
F

躅
万
円

今
後
、
ま
す
ま
す
国
際
化
が
進

ん
で
行
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

足
忿
区
の
国
際
文
流
の
推
進
母
体

と
し
て
、公
益
法
人
(
財
団
法
人
)

を
設
立
し
、外
国
都
市
と
の
交
流
、

友
好
親
善
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
等
の
振
興

6
4
2
万

円

6
3年
度
に
発
表
さ
れ
た
足
立
区

産
業
振
興
懇
談
会
か
ら
提
言
さ
れ

た
事
項
の
参
集
化
お
よ
び
充
実
を

図
り
ま
す
。

▽
産
業
展
の
実
施

▽
産
業
振
興
計
画
書
の
作
成

▽
工
場
集
団
化
、
組
織
化
の
た
め

の
P
R

、
交
流
活
動
の
啓
兄

▽
商
工
だ
よ
り
の
発
行
(
年
4
回
)

足
立
区
観
光
協
会
助
成

6
干
拑
万
円

水
と
緑
豐
か
な
「
ふ
る
さ
と
足

立
区
」
の
姿
を
広
く
紹
介
す
る
た

め
、
足
立
区
観
光
協
会
の
助
成
を

充
実
し
ま
す
、
恒
例
の
足
立
花
火

大
会
の
ほ
か
新
た
に
区
の
施
設
、

名
所
等
を
巡
り
な
が
ら
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
、仮
称
・

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
行
楽

と
河
川
愛
護
・
美
化
の
気

運
を
高
め
る
た
め
、
荒
川

を
船
で
探
訪
す
る
観
光
船

の
運
航
(
年
2
回
、
朷
人
)

を
実
施
し
ま
す
。

街
路
灯

な
ど

が
整
傭

さ
れ
た

商
店
街

市
街
地
再
開
発

7
千
蝴
万
円

市
街
地
の
整
備
、
商
店

街
振
興
や
地
娩
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
な
ど
総
合
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
そ
の
一

凧
と
し
て
、
竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地

区
再
開
発
組
合
等
に
対
す
る
事
業

補
助
、
五
反
野
駅
北
地
区
の
推
進

計
画
、
綾
瀬
駅
西
口
周
辺
地
区
の

基
本
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

「
あ
だ
ち
広
報
」
の
発
行
増

1
億
4
千
捐
万
円

定
期
号
の
発
行
を
月
2
回
か
ら

月
3
回
に
増
や
し
、
周
知
内
容
の

充
実
、
情
報
量
の
拡
充
を
図
っ
て

い
き
ま
す
、

緑と水の
魅力あるまち

2
1世
紀
に
む
け
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
。
河

川
・
水
路
等
を
総
合
的
に
竪
備
し

て
い
き
ま
す
。

荒
川
の
総
合
的
利
用

3
億
5
千
8
万
円

足
立
区
の
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
荒
川
河
川
吸
お
よ

び
堤
防
等
を
、
自
然
に
凧
し
め
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
多
様
な
利
用
が
図
れ
る
よ
う

整
備
し
ま
す
。

▽
予
住
新
嶢
緑
地
整
備
(
第
二
年

次
)

▽
中
央
河
川
4
r
全
体
計
画
策
定

▽
水
L
バ
ス
整
備
構
想
策
定

▽
眤
川
吸
五
色
隘
笙
豕
幣
哨

中
居
場
観
水
練
道
{
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
}

親
水
水
路
の
整
備

1
9億
6
千
吩
万
円

区
内
を
流
れ
る
河
川
と
水
路
を

生
か
し
、
水
辺
に
観
し
む
空
間
を

つ
く
り
だ
す
た
め
。
親
水
水
路
を

整
備
し
ま
す
。

▽
蒿
西
用
水
観
水
整
備
(第
二
期
・

東
和
円
丁
目
I
中
川
四
丁
目
、

第
三
期
・
大
谷
田
一
r
目
一
五

丁
目
)

▽
八
ヶ
村
落
観
水
整
備
【
第
一
年

次
・
東
和

】丁
目
一
四
丁
目
)

▽
保
木
間
緑
道
観
水
整
備
(第
二
年

次
・
保
木
間
一
丁
目
上
一
丁
目
)

▽
中
居
堀
親
水
整
偏
(
第
三
年
次
・

伸
明
南
一
丁
目
～
綾
瀬
六
丁
目
)

▽
古
隅
田
川
観
水
堅
備
基
本
計
画

策
定

▽
裏
門
壙
親
水
整
備
基
本
計
画
策
定

公
園
、
緑
道
の
整
備

2
2億
7
千
譌
万
円

区
民
に
憩
い
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
提
供
し
、
市
街
地
の
線

化
や
防
災
な
ど
に
役
立
て
る
た
め

公
園
や
緑
遣
の
造
成
、
整
備
を
行

い
ま
す
。
ま
た
新
規
事
業
と
し
て

2
0
～
窈
平
方
U
の
有
閑
地
を
購
人

し
。
植
樹
や
ベ
ン
チ
や
彫
刻
な
ど

を
置
い
た
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
広

場
「
プ
チ
テ
ラ
ス
`
を
設
置
し
て

い
き
ま
す
。

心
の
ふ
れ
あ
う

豊
か
な
ま
ち

す
べ
て
の
区
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
豊
か
な
生

活
か
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。住

区
セ
ン
タ
ー
の
建
設

3
億
1
千
a
万
円

神
明
南
二
丁
目
に
仮
称
・

神
明
南
住
区
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
ま
す
。

福
祉
公
社
等
の
設
立
準
備

新
規

l
f
a
万
円

在
宅
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
福
祉
公
社
等
の
・設

立
へ
向
け
、
媛
助
協
力
貝

制
度
の
創
設
。運
甘
組
織
の
設
置
、

有
料
・
有
償
福
祉
ン
ス
テ
ム
の
創

設
な
ど
の
準
備
を
し
ま
す
。

特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設

2
億
9
千
叩
力
円

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
備
え
、

佐
升
二
丁
目
に
2
3区
で
初
の
痴
呆

什
老
人
も
陌
か
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
建
設
し
ま
す
、こ
の
ホ
ー

ム
に
は
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
。
お
と
し
よ

り
の
養
護
。
生
活
桁
導
な
ど
の
デ

イ
ホ
ー
ム
事
業
も
行
い
ま
す
。

定
員
は
、
痴
呆
性
老
人
5
0人
を

含
め
計
川
人
。
唹
成
元
年
度
中
に

着
工
し
、
平
成
3
年
4
月
オ
ー
プ

ン
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営

新
規

2
億
1
千
7
0
7万円

今
年
4
月
に
開
設
さ
れ
る
仮
称
・

は
な
は
た
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
(
花
畑
四
丁
目
)
、5
月

に
開
設
さ
れ
る
仮
祢
・
柴
膺
圍
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
一
入

谷
三
丁
目
)
の
管
理
運
営
を
委
託

し
、
デ
イ
ホ
ー
ム
や
給
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
事
業
を
し
ま
す
。

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
設

1
1
億
3

千

即
万

円

足
立
区
は
面
捐
も
広
く
、
通
所

施
設
へ
の
需
要
か
多
い
た
め
、
現

在
、
区
内
に
あ
る
生
活
実
習
所
や

。柵
祉
作
粟
所
を
統
合
し
た
心
身
障

害
者
の
総
合
セ
ン
タ
ー
を
東
西
2

ヵ
所
に
建
設
し
ま
す
。

▽
仮
称
・
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
の
建
設
『
神
叫
二
丁
目
‘

平
成
2
年
4
月
開
設

▽
西
部
障
害
福
祉
セ

タ
ー
の
置

計
(
谷
在
家
三
丁
目
‘

仮 称・特 別 費 護老 人ホ ー ム 广さの 」・高 齢 者 在宅 サ ービ スセンター

福
祉
作
業
施
設
の
建
般

8
r
4
9
3
万
円

谷
石
家
ひ
ま
わ
り
作
裏
所
の
代

捧
施
・験
と
し
て
西
新
井
二
r
目
に

似
称
・
西
新
井
作
業
所
を
建
・設
し

ま
す
。

老
人
福
祉
手
当
の
支
給

8
噫
5
1

罎
万
円

6
5歳
以
L
で
寝
た
き
り
の
お
と

し
よ
り
に
支
給
さ
れ
る
老
人
福
祉

手
当
の
支
給
要
件
を
寝
た
き
り
の

状
態
が
6
ヵ
月
か
ら
3
ヵ
月
に
短

縮
し
ま
す
。

寝
た
き
り
老
人
巡
回
入
浴
事
業

3
r
Ⅲ
万
円

6
5歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
た
め

自
宅
で
入
心
か
困
曜
な
お
と
し
よ

り
の
巡
回
入
浴
事
業
を
I
人
年
2
0

回
か
ら
2
2回
に
増
や
し
ま
す
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
必
要
だ
っ
た

畦
康
診
鮨
跨
を
同
を
冉
に
変
更
し
、

手
続
き
の
簡
略
化
。
負
扣
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者

巡
回
入
浴
事
業

I
F
旧
万
円

1
5歳
以
上
6
4歳
以
下
で

自
宅
で
入
冷
困
曜
な
寝
た

き
り
の
心
身
障
害
の
方
の

巡
回
入
浴
事
業
を
I
人
年
2
0

回
か
ら
2
2回
に
増
や
し

ま
す
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
必
要

だ
っ
た
鯉
康
診
断
書
を
同

意
書
に
蛮
更
し
、
手
続
き

の
簡
略
化
を
図
り
ま
す
。

仮称・東部障害福祉総合センター

住
宅
あ
っ
せ
ん
事
業

図
万
円

皿
宅
に
困
っ
て
い
る
6
5歳
以
L

の
お
と
し
よ
り
の
世
帯
に
民
間
ア

パ
ー
ト
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
対

象
者
に
は
、ガ
ス
女
全
シ
ス
テ
ム
、

自
動
消
火
装
置
を
基
準
に
よ
り
験

置
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
用

三
輪
自
転
車
購
入
費
助
成

新
規

7
9万
円

肢
体
不
自
由
な
万
に
、
身
体
障

害
者
用
の
三
輪
自
転
車
購
入
費
を

助
成
し
ま
す
。
助
成
頡
は
、
購
人

面
き
り
り
%
『
呉
虻
偽
6
び
5
F

円

』。
青
年
施
策
の
充
実

新
規

3
千
a
万
円

平
成
元
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
青
年
セ
ン
タ
ー
(
旧
青
年
館
)

を
青
年
施
設
の
拠
点
と
位
置
づ
け
、

青
年
団
体
の
育
成
と
活
動
の
推
進

な
ど
を
行
い
ま
す
。

住
宅
対
策新

規

5
千
叨
万
円

住
宅
改
良
の
た
め
に
住
宅
令
融

公
浦
の
り
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
を
借

り
た
人
で
区
の
条
件
に
適
合
す
る

鳩
合
に
借
入
額
の
1
0
%
の
助
成
を

し
ま
す
。

ま
た
。
区
移
昏
の
都
営
仕
毛
、

住
環
境
堅
備
モ
デ
ル
住
宅
な
ど
区

営
住
宅
の
腎
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

新
規

9
万
円

青
少
年
か
厳
し
い
自
然
環
境
の

中
で
長
期
の
体
験
学
習
(
野
営
な

ど
)
を
行
な
い
、
生
き
る
こ
と
の

厳
し
さ
や
人
と
人
と
の
協
力
の
大

切
さ
を
学
び
ま
す
。
文
部
省
に
よ

る
青
少
年
の
「
自
然
生
活
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行

う
も
の
で
す
。
!

平成元年度予算にみる

高齢者対策

一

平

成
元

年
度
ヂ

罵
で

は
、
a
使「
k

へ
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
や

冫

7
8
0
年
社
会
へ
の
仕

組
づ
く
り
の
た
め
の

予
算
が
盛
り
込
ま

心

ま
し
た
。
一
　

平
成
元
年
度
予
;

万

丿

痴
呆
、
ひ
と
り
暮
ら
‘

し
な
ど
で
援
護
が
必
'

要
と
な
っ
た
お
と
し

よ
り
が
、
可
能
な
限
7

、
自
分
の
家
で
生

騨
針
目
目
‥

U
H
言
乱
j

の
建
設

▽
高
齢
各
在
　

ミ

バ

」
　

開
設
(
2
ヵ
所
こ

▽
福
祉
公
社
等
の
設

立
準
備

▽
老
人
福
祉
　
　
　

れ
I
　
　

老
人
巡
7

一
E
　
(

年
2
0回
↓
2
2回
)

1
1
1
'

せ
ん
(
6
0世
帯
)

消費税の影響

消
費
税
導
入
な
ど
税
制
改
革

に
よ
る
区
予
算
へ
の
彫
碑
に
つ

い
て
、
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
-

(
歳

入
)

特
別
区
民
税
、特

別
区
た
ば
こ
消
費
税

な
ど
が
7
偉
6
千
万

円
の
減
。
電
気
税
・

ガ
ス
税
が
廃
止
に
な

り
、
1
5係
4
千
万
円

と
大
幅
に
減
る
見
込

み
で
す
。
し
か
し
。

新
設
さ
れ
た
「
消
費

譲
与
税
」
で
、
1
6億

9
千
万
円
の
収
入
か
見
込
め
、

差
し
引
き
6
億
1
千
万
円
の
減

と
な
り
そ
う
で
す
。

《
歳

出
)

歳
出
面
は
、
予
算
総
碩
の
お

よ
そ
I
%

の
1
5億
円
余
の
彫
響

を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

そ
の

う
ち

。
本

業

を

執
行
す

る
た

め
当

初

予
算
へ

の
措
置

が

必

要
な

も
の

‥
―
件
1

千
万
円

の
工
事

請

負

費
と
そ

の
設
計

委

託

料
な
ど
に
対
し
て
、

一
律
3
%

の
消
費

税

相

当
分
を

上
乗
せ

し

ま

し

た
。

当

初
予

算

で

は
、

9
億
1
千
万
円
の
支
出
増
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

健
康
と
安
全
を
願
っ
て

区
尺
の
健
康
を
守
る
た
め
保
健

事
業
の
充
実
を
図
り
、
自
転
車
駐

車
鳩
整
惆
、
下
水
道
整
備
な
ど
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

公
衆
浴
場
の
育
成6

千
Ⅲ
万
円

区
尺
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供

と
公
衆
浴
場
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
新
規
に
区
民
の
日
、
敬
老
の

日
等
の
公
衆
浴
場
無
料
開
放
に
助

成
を
し
ま
す
。
ま
た
浴
場
改
築
資

金
の
利
子
補
給
(
5
%
)

を
行
い

ま
す
。

河
川
・
水
質
浄
化
と

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

1
億
2
千
2
6万
円

区
内
の
可
川
の
水
質
浄
化
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
毛
長
川
に
水
質
浄
化
の
実
験

装
置
を
建
設
(
舎
人
四
丁
目
)
し
、

水
質
の
浄
化
に
つ
い
て
区
民
や
近

隣
都
市
に
浄
化
の
脇
力
を
呼
び
か

け
ま
す
。

ま
た
「
環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

と
題
し
、
区
民
か
ら
自
然
観
察
貝

を
募
り
、
星
や
空
、
鳥
、
魚
、
昆

虫
な
ど
身
近
な
自
然
を
観
察
し
て

も
ら
い
「
環
境
ヤ
″
プ
」を
作
成
。

環
境
保
全
の
P
R
を
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診

2
千
呎
万
円

子
宮
頚
か
ん
検
診
に
加
え
、
子

宮
体
か
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

3
歳
児
健
康
診
査2

千
5
1
5万

円

新
規
に
歯
科
健
康
診
査
を
実
施

し
ま
す
。

自
転
車
駐
車
場
整
備

1
偲
I
キ
沺
万
円

3
ヵ
年
計
画
で
自
転
車
駐
車
場

に
立
体
駐
輪
装
置
(
ラ
″
ク
)
を

整
備
し
、
収
容
台
歓
の
増
(
3
6
%

増
)
を
図
り
ま
す
。

地
区
住
環
境
整
備2

千
刪
万
円

生
活
遠
路
未
整
備
の
解
消
の
た

め
本
木
二
丁
目
8
番
地
内
の
道
路

拡
幅
、
ポ
ケ
ソ
ト
パ
ー
ク
の
設
置

等
を
行
い
ま
す
。

公
共
下
水
道

普
及
率
7
4
%を
め
ざ
す

6
5億
7
千
4
1
3万円

区
内
の
下
水
道
普
及
率
は
、
6
3

年
度
末
で
6
7
%の
見
込
み
で
す
。

平
成
元
年
度
は
、
都
か
ら
の
受
託

事
業
と
し
て
神
明
南
匸
1
日
ほ
か
3
0

力
所
の
枝
嫁
工
事
を
行
い
、
普

及
率
7
4
%を
め
ざ
し
ま
す
。

交通の便利
な ま ち

区
民
の
皆
さ
ん
か
日
常
生
活

に
お
い
て
快
適
で
便
利
な
生
活
か

営
め
る
よ
う
に
交
通
施
設
の
体
系

的
整
備
を
図
り
ま
す
。

鉄
道
の
立
体
化

9
千
S

万
円

都
と
東
武
と
共
同
で
、
東
武
大

師
線
の
連
続
立
体
化
を
行
い
補
助

川
号
線
、
安
行
街
道
な
ど
の
踏
切

を
鹿
止
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
区
内
鉄
道
平
面
交
差
の

解
消
の
た
め
移
備
調
査
委
貝
会
を

設
置
し
、
瞥
備
計
画
案
を
策
定
し

ま
す
。
;

舎
人
新
線
の
建
設

6
億
5
千
6
9
6
万
円

区
西
部
地
破
の
交
通
過
疎
を
解

消
す
る
た
め
の
舎
人
新
株
建
設
関

連
調
査
、
建
・設
賢
金
5
偉
円
の
續

み
増
し
を
行
い
ま
す
。

道
路
整
備

6
8億
9
F
3
3
1万
川

斬
芝
川
堤
に
Ⅲ
‥い
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
を
造
り
、
足
立
-
大

宮
自
転
車
通
と
都
荒
川
自
転
車
道

(計
画
)
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
南
花
畑
二
丁
日
に
人
と

呶
の
共
存
で
き
る
コ
ミ
ュ
モ
ア
イ

直
路
の
設
置
、
北
千
匯
駅
東
西
自

由
地
下
通
改
修
を
行
な
い
ま
す
。

都
心
計
両
道
路
の
整
備
で
は
、

補
助
加
号
線
、5
号
線
。
詞
号
線

等
の
造
成
お
よ
び
用
地
買
収
を
進

め
ま
す
。

豊
か
な
教
育

と
文
化
の
創
造

次
代
を
扣
う
7
。ど
も
や
青
少
年

が
健
や
か
に
育
ち
。
す
べ
て
の
区

尺
か
巴
か
な
教
育
と
文
化
を
享
受

す
る
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。教

育
施
設
整
備
の
充
実

4
1億
2
千
S
万
円

人
谷
南
中
学
枚
の
新
築
(
平
成
2

年
9
月
開
設
)
と
、
各
牛
杖
施

設
の
お
画
的
な
整
備
を
し
ま
す
。

教
育
内
容
の
充
実

6
億
5
千
珊
万
円

A
V
(
杖
内
放
送
放
映
機
器
)

を
全
小
・
中
学
校
に
・設
置
す
る
事

業
{
3
ヵ
年
計
画
}
の
2
年
次
で
、

小
学
校
3
5校
に
A
V

を
碑
人
」
て

い
き
ま
す
。
ま
た
。
新
指
導
要
領

に
向
け
て
の
事
前
準
備
の
た
め
小
・

巾
学
校
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
配
置
し
ま
す
。

そ
の
他
、
怖
妹
都
市
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ヘ
ル
モ
ン
ト
‘巾
へ
の

中
学
生
派
遣
や
2
年
間
で
全
中
学

杖
を
一
巡
す
る
移
動
美
術
館
{
腹

製
画
を
購
入
}
を
実
施
し
ま
す
。

給
食
食
器
の
改
善2

億
S
万
円

4
ヵ
年
計
画
で
強
化
耐
熱
ガ
ラ

ス
製
食
器
等
を
全
校
に
導
入
し
ま

す
(
第
2
年
次
)
。

校
外
施
設
の
充
実

9
但
3
r

汨
万
円

「
日
光
林
間
学
園
」
を
改
築
し
、

収
容
人
員
の
増
(
3
校
同
時
利
用

可
)
を
図
る
ほ
か
、
レ
ク
リ
エ
r

レ
ヨ
ン
ル
F
ム
、
多
目
的
ホ
ー
ル

学
習
ホ
ー
ル
を
新
た
に
設
i
し
、

快
適
な
環
境
で
学
習
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
身
体

障
害
者
の
人
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。
ト

イ
レ
等
を
整
備
し
ま
す
(
平

成
2
年
9
月
開
・設
)
。

遺
跡
の
発
掘
調
査

新
規

5
千
図
万
円

2
ヵ
年
計
画
で
東
伊
舛
町

の
遺
跡
公
園
予
定
地
を
発
掘

調
査
し
ま
す
。

図
書
館
の
管
理
運
営

1

干
8
5
力
円

区
立
図
書
館
1
4館
に
オ
ン
ラ
イ

ン
の
利
用
者
端
末
機
を
設
置
し
、

図
書
の
利
用
効
平
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。

体
育
施
設
整
備2

唔
2
千
冢
万
円

竹
の
塚
小
学
校
校
庭
と
上
沼
田

東
公
聞
に
夜
間
照
明
。
古
千
谷
小

学
杖
プ
ー
ル
サ
イ
ド
と
谷
中
公
―

野
球
場
に
観
覧
席
。
4
ヵ
所
の
公

圉
と
3
ヵ
所
の
体
育
館
に
岨
水
シ
ャ

ワ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
千
佳
新
橋
か
ら
西
新
井

僑
間
(
約
3
j
U
)

の
荒
川
河
川

敷
避
難
道
路
に
距
離
表
示
を
行
い
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
整
備

し
ま
す
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
広
場
造
成

3
億
5
2万
円

総
合
ス
ポ
ト
ツ
セ
ン
タ
ー
隣
接
の

公
園
用
地
に
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を

造
成
し
ま
す
(
4
ヵ
年
計
画
)
。

竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
の
改
築

3
偉
知
万
円

老
朽
化

し

た
竹
の

塚
温

水

プ
ー

ル

を
改
築

し

、
地
域

体
育

館
を

併

設
す

る

な
ど
魅

力
あ

る
施

設

に
再

生
し

ま
す

。
{平

成
3

年
度

開
設
}

。

計
画
実
現
の
た
め
の

条
件
整
備

庁
舎
跡
利
用
対
策

新
観

2
千
9
2万
円

中
央
本
町
庁
舎
へ
の
統
合
化
に

卜
い
、
現
在
の
本
庁
舎
の
跡
利
用

調
査
検
討
を
行
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
対
策2

0億
8
千
齋
万
円

中
央
夲
町
一
r
目
に
建
設
す
る

新
斤
舎
の
詞
査

設
計
を
し
ま
す

建
・設
基
金
2
0億
円
の
積
み
増
し
を

行
い
ま
す
。

O
A
機
器
の
導
入
・

シ
ス
テ
ム
開
発
等

3
億
6
千
7
2
4万円

区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

端
末
機
、
ワ
ー
プ
ロ
。
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
等
を
禎
極
的
に
導
入
し
事
務

処
理
の
効
率
化
、
正
晴
化
を
図
り

ま
す
。

足立区の予算案の内容
内 は甲 和63年度 当初

・予算編成の特徴
1 子 算 編 成 の 基 本的 な 考 え 方

川 産 業 の 振 棡 と ま ち づ く り 叨 総 合 的 な 櫑 祉 政 策 の 実 施

g3} ア メ ニ テ 彳{ 快 適 環 境} 薦 導 政 策 の 靦 鬨

2 勧 率 的 な 事 業 執 行 の た め の 工 夫

CI の 導 入 民 間 活 力の 導 入 ・ 公 社 の 活 剛OA 化 の 推 進

3 消● 視 の導 人|こ胖 う歳 出 への 影 響額 】5傷 円 曚 剛 のi ち9 億 円 をl t 上4

計 画 事 業 に322 億 円 糧 入 予 算化$957%

S 義 鵄 的 経 憺 の 構 成 比23 ポ イ ン ト 減 尉 憂 運 営 の 弾 力 性 を 確 保
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平成元年度予算
キーワード事業

平成元年度予算では、国際化、情報化、CI、

アメニティを区全体で進めるキーワード事業
としています。その視点、事業の一部をご紹

介します。

国

際

化

国
際
化
へ
の
対
応
と
国
際
交
流

の
輪
を
広
げ
ま
す

。

視
点

外
国
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

事
業

□
外
国
人
向
け
窓
口
用
パ
ン
フ
　
　

レ
ッ
ド
の
発
行
(
5

千
部
)
　

4
2
3
万
円

□
都
市
提
携
交
流
協
会
助
成
等
　
　
　

(
法
人
化
出
資
等
)

3
億
3

千
1
8
3万
円

□
外
国
入
講
師
の
派
遣
(
中
学
　
　

―
・
2
年
生
の
英
語
授
業
)
　

1
千
3
7
6万
円

□
中
学
生
の
海
外
派
遣
(
ベ
ル

モ
ン
ト
市
)

1
千
8
7万
円

情

報

化

情
報
化
へ
の
能
力
を
向
上
さ
せ

区
民
サ
ー
ビ
ス
に
役
立
て
ま
す

。

視
点

情
報
発
信
能
力
を
た
か
め
、

開
か
れ
た
区
政
へ

事
業

□
教
育
機
器
の
整
備
(
パ
ソ
コ
　
　

ン
1
2
8
台

、A
V
3
5
校
)

6
億
4

千
1
2
5万
円

□
A
V
や
パ
ソ
コ
ン
等
教
材
ソ
　
　

フ
ト
の
整
備
(
教
育
セ
ン
タ
ー
)
　

1
千
7
2
5万
円

□
図
書
館
利
用
者
端
末
機
の
設
　
　

置
等
(
1
4
館
)

1
千
8
5
万
円

□
区
政
資
料
室
の
図
書
・
資
料
　
　

の
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
シ
ス
テ

ム
等
を
開
発
し

、
資
料
の
充

実
・
検
索
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
る

1
千
7
4
7万
円

CI

「
足
立
区
ら
し
さ
、
主
体
性
」
を

考
え
、
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

視
点

自
分
さ
が
し
自
分
見
直
し
自

分
つ
く
り
自
分
か
た
り

事
業

□
C
I
委
貝
会
(
推
進
計
画
作
　
　

成
)

Ⅲ
万
円

□
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
か
ら
　
　

の
足
立
さ
が
し
(
公
募
2
0
人
)

1
7
5
万
円

ア
メ
ニ
テ
ィ
(

快
適
環
境
)

水
と
緑
を
生
か
し
た
快
適
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す

。

視
点

水
と
緑
と
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

事
集

□
親
水
水
路
整
備
(
葛
西
用
水
、

中
居
堀

、
八
力
村
落

、
保
木

間
緑
道
等
)1

9億
6

干
8
5
9万
円

□
公
園
の
整
備
(
土
井
苗
間
、

六
木
第
三

、
加
賀

、
佐
野
第

三

、
押
部
公
園
等
)

1
1‥
一
億
1

千
7
7
6万
円

□
い
こ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
　
　
　

(
プ
チ
テ
ラ
ス
)

設
置1

0億
円

□
緑
道
の
整
備
(
南
花
畑
三
丁
　
　

目
地
内

、
舎
人
三
・
四
丁
目

地
内
)

2
億
瞋
万
円

□
毛
長
川
水
質
浄
化
実
験
施
設
　
　

の
設
置

1
億
2

干
蚓
万
円

公
社
を
通
じ
て
行
う
主
な
事
業

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社

□
健
康
・
体
力
づ
く
り
相
談

讎
万
円

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

毎
週
水
一
日
曜
日
に
行
っ
て
い

る
体
力
側
定
・
健
康
相
談
事
業

を
平
成
元
年
4
月
か
ら
江
北
一

一伊
興
・
東
和
・
梅
田
の
各
体
育

館
で
週
2
回
程
実
施
し
ま
す
。

□
足
立
区
民
合
唱
団
結
成

5
1
7
万
円

区
民
の
参
加
に
よ
る
合
唱
団

を
結
成
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

を
め
ぎ
し
ま
す
。(平
成
元
年
1
0月

公
募
予
定
)

□
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

朷
万
円

音
楽
文
化
の
振
興
と
普
及
向
上

の
た
め
、
秋
に
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

□
民
地
に
よ
る
快
適
環
境
整
備
へ

の
援
助

6
千
9
6
6
万
円

快
適
環
境
創
造
の
た
め
、
自
主

管
理
広
場
・
歩
道
等
を
提
供
す
る

協
力
者
に
。
整
備
費
及
び
維
持

管
理
費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

□
彫
刻
の
設
置

5
千
1
5
0万
円

6
3年
度
に
積
み
立
て
た
「
足

立
区
都
市
景
観
・
彫
刻
の
ま
ち

基
金
」
1
0
億
円
の
利
子
で
彫
刻

を
設
置
し
、
快
適
で
心
ふ
れ
あ

う
ま
ち
の
形
成
に
役
立
て
ま
す
。

□
公
共
駐
車
場
の
運
営

3
5
1
万
円

平
成
元
年
4

月
よ
り
本
庁
舎

地
下
駐
車
場
を
土
・
日
曜
日
・

祝
日
の
区
役
所
閉
庁
時
に
地
域

住
民
に
開
放
し
、
道
路
混
雑
の

緩
和
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

平成元年度中に開設する主な施設 現在建設を進めている次の保養所。公園等が平成
元年度中に開設する予定です。

東
綾
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー

東綾瀬1- 28- 7
1 階 老人館、集会室2
階 児童館
平成元年4 月開設予定

保
木
間
親
水
緑
道

保木間一～二丁目556m
道路の両側に親水水路が流れ、歩きなが
ら魚の見える楽しい散歩道です。
平成元年12月開設予定

湯
河
原
区
民
保
養
所神奈川県足柄下郡湯河原町宮上字橋上614

鉄骨・鉄筋コンクリート造、地上5 階、地下1 階
客室24室 収容人貝125人 展望大浴場
平成元年7 月開設予定

大
谷
田
谷
中
住
区
セ
ン
タ
ー

大谷田4- 16- 6
1階 老人館、集会室2
隋 児童館
平成元年4 月開設予定

仮
称
・
柳
原
千
草
園

柳原1- 21
住宅地の中の憩いの場、水と緑、身近な草
花に触れられる公園です。
平成元年6 月開設予定

高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デイホーム、給食サービス、入浴サービ
ス等を行う高齢者在宅サービスセンターが2
館( 民間施設) オープンします。
仮称・はなはた
花畑4一八 留0 平成元年4月開設予定
仮称・柴磨園
入谷3- 3- 6 平成元年5 月開設予定

仮称・柴磨園

葛
西
用
水
親
水
水
路

(
第
二
期
工
事
分
)

東和四丁目～中川四丁目720m
すでに完成している郷土博物館前250mに続
いて整備中です。6m もある水車や噴水など
水と人との触れ合いの場がまた増えます。
平成2 年1 月開設予定

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

(
関
原
一
丁
目
)

関原1- 2
住環境整備モデル事業の一環として建設。5
階建で2DK や3DK など24戸。今後も引き続
き。従来の古い住宅の建て替えや道路。公園、
緑地整備などを進めて行きます。
平成元年8 月開設予定

補
助
2
5
8号
線

ア
ン
ダ
ー
パ
ス

栗原二～四丁目延長487m
東武線の下 を道路か開通します。

歩道は、平成元年4 月より供用を開始。
平成2 年3 月開 通予定

青年センター
西新#1- 4- 17
旧青年館を改修。青年団体の育成、活動の推進
など青年施策の拠点となる施設です。

N. 240, 000


